
日本労働組合総連合会
会長　神津　里季生

　

　

　

　　　　　

№ 3    （第２１号） 

連合岩手宮古地域協議会 
発刊・作成責任者  佐々木 正人 

発刊日  ２０１６年１月２８日（木） 

２０１６年 年頭所感 
 
 ２０１６年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げますとともに、日頃からの連合

運動に対する皆様のご支援に心より御礼申し上げます。 

 いま、私たちの前には、労働者保護ルール改悪の危機、民主主義や立憲主義に対する

挑戦の動き、あるいは少子高齢・人口減少に伴う課題の克服など、いずれも厳しい課題

が待ち受けています。 

 状況は予断を許しません。しかし、そうであるからこそ私たちは、すべての働く人々、そし

て次代を担う人々のため、不条理には敢然と立ち向かい、誰もが将来に不安なく働き生

活できる、持続可能な社会を実現するための運動を展開しなければなりません。 

 その上で、労働組合そして連合が「振り向けばそこにある存在」として皆様に広く理解さ

れ、より多くの皆様に連合の輪に加わっていただき、運動のすそ野を広げていけるよう、こ

れまで以上に連合運動が持つ価値の発信に努めていきます。 

 どうか、「クラシノソコアゲ応援団！」として頑張る連合にご注目いただき、より一層のご

支援をお願い申し上げます。 
 

以上 

２０１６年頭のご挨拶 
 新年あけましておめでとうございます。 

 ２０１６年今年は干支で言えば丙申、「申」は五行でいうと「金」の属性を持ち、陰陽では

「陽」の属性を持ちます。また、「申」と書くこの漢字には、樹木の果実が熟して固まる、伸

びるという意味、「丙」は五行でいうと「火」を現す漢字で、「横に燃え広がる」「明らかにな

る」という意味。この２つが合わさると、「物事が大きく進歩発展し、成熟する年」との事、大

震災から５年を迎え、丙申の今年の意味がこの地域の状況を変える年となることを願うも

のです。 

 さて、我々連合宮古地域協議会では年が明け、いよいよ新たな一歩を踏み出そうとして

います。それは、懸案でありました「政策・制度要求」提言と要請をこの１月２９日に実行す

る予定となりました。今後このことをもとに、さらなる宮古地協としての組合員の皆さんの

声を行政へ伝えると言う活動が前進をいたします。 

 次は、国政への意見を伝える手段として、７月１０日投開票予定の参議院議員選挙が行

われます。宮古地協としても今の政権のやり方でいいのか「ＮＯ！」を突き付けるためにも

今次選挙は我々の推薦する候補を早急に決め将来希望の見える政治に代えていくため

に加盟組合員を始めとして家族・親戚・知人のご協力をお願いするものです。 

 ことは変革の年と位置づけ連合宮古地域協議会「一致団結」して勝利をめざしともに頑

張りましょう！！ 今年１年皆様のご健康とご多幸をお祈りいたします。m(__)m 
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宮古市社会福祉協議会へ・・・(中央)宮古市社会福祉

協議会 赤沼正清会長・(右)宮古地協 花輪政文議長・

(左)宮古地協 佐々木正人事務局長にて寄贈した。 

 ２０１５年１２月２４日(木)連合岩手宮古地域協議会で

この時期実施している「歳末助け合いカンパ」、加盟組

合「高教組宮古支部・全農林岩手分会・東北電労宮古

支部・川崎タクシー労働組合・ＪＰ労組宮古支部・宮古

市職労・足立労組・東北労金労組宮古分会」の善意に

より今年は、カンパ金１０２，７７４円が寄せられた。！ 

 宮古地協では、震災前から毎年行っていた恒例の奉

仕活動であり、「地域に根ざした顔の見える運動」の一

環と位置付て行って来た。 

 しかし、２０１１年３月１１日の東日本大震災が発生、

約２年間のカンパ活動が中断、宮古地協のおかれる

環境も一定程度回復したことなど考慮し、幹事会で再

会を確認、２０１４年から活動を再開し今回の活動へと

継続するに至った。 

 宮古地協としても地域に少しでも貢献できる活動を今

後も継承していく所存でありますので、加盟組合の皆さ

んには継続して「歳末助け合いカンパ」へのご協力を

お願いいたします。 

 今回のカンパ金は（左側写真参照）、宮古市社会福

祉協議会と岩泉町社会福祉協議会へ各５０，０００円を

花輪政文議長と佐々木正人事務局長及び佐々木紗也

香職員とで現地に赴き寄贈を行ってきた。 

皆さんのご協力に感謝申し上げます。m(__)m 
 残金については次回へ繰越といたします。 

次回は２０１６年１２月中旬を目標に加盟単組の皆さん

に再度ご協力を頂き、宮古市社会福祉協議会と田野

畑村社会福祉協議会への寄贈を予定しています。 

岩泉町社会福祉協議会へ・・・・左側から岩泉町社会福

祉協議会 佐々木泰二会長、(中央)宮古地協 花輪政文

議長・宮古地協 佐々木正人事務局長にて寄贈した。 

 昨年の２０１５年１０月３０日付で宮古労福協から協力要請のありました給付型奨学
金制度の導入・拡充と教育負担の軽減を求めた署名活動ですが、産別からの直接署

名支持等で取り組みをされた組合もあろうかと思いますが、宮古労福協経由の岩手

労福協集約分として報告が来ております。 

 ２０１６年１月１５日現在で９，２４５筆の集約となっており、岩手労福協で何とか 

１０，０００筆を突破できないものかと期待をしているとの報告があったばかりでしたが、

１月２２日現在、皆さんのご協力のもと１万筆を突破したとの報告がありました。 

 全国（中央労福協）においては１００万筆を突破したとの報告なされ、２月中にも国会

会期中の内閣総理大臣に提出されて制度改善が訴えられる予定となりました。 

 この制度改善することで学生の貧困を改善できると信じています。将来の日本の原

動力となる若者を奨学金支払いなどから救うことが必要不可欠、その一歩を踏み出す

ための活動が成果を上げることを期待したいです。 

 署名活動やアンケートを頂いた方々に感謝を申し上げます。 
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 去る２０１６年１月２１日（木）１８時～

「宮古市 レストラン ほりた」にて２０１６

年連合宮古地域協議会新春旗開き会」

を開催！ 

 加盟組合員と来賓・役員・事務局を含

めやく４５名の参加を頂き盛会裏に旗開

きを開催した。 

 花輪議長からは今年の干支にまつわ

る話から参議院選挙、震災から５年がた

つとして今後皆さんの協力を頂き使命の

完遂をめざすとした。 

 豊巻会長からは春闘にまつわる挨拶

がなされ、「クラシノソコアゲ応援団！」と

してこの春闘「ともに頑張りましょうとした。 
３ 

↑  豊巻連合岩手会長から挨拶 

↑ 社民党宮古総支部 阿部代表より

宮古地協佐々木副議長から乾杯！ 

労金宮古支店池田支店長より挨拶 

民主党岩手県総支部連合会高橋代

表代行より挨拶を頂いた。 ↑ 

↑ 伊藤勢至県議会議員より挨拶 

元 衆議院議員 畑浩治氏より挨拶

を頂いた。 ↑ 

全労済釜石支所中川支所長より挨拶 

左側から伊藤県議・豊巻会長・花輪議長・伊藤地方労議長・澤口地区友愛議長 

鏡開き！ 



参加の皆さんありがとう

ございます。m(__)m 

 お札を入れてくれる方

が多かったです。(*^^)v 

豊巻連合岩手会長が募金の極意を

見せてくれました。(^O^) 
財布が厚そうですね !(^^)! 

閉会は宮古地協東館副議長から！ 
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※「クラシノソコアゲ応援団！２０１６ ＲＥＮＧＯ

キャンペーン」と連動し、キャンペーンの４つの

テーマ、とりわけ「『底上げ・底支え』『格差是正』

で経済の好循環！」を広く社会に浸透させる。 

※地方連合会と共に各地域協議会と連動をしてこの運動を

広めることを実行するために、宮古地協としても２０１６春季

生活闘争の位置付で討論集会を開催することとした。 

２０１６春季生活闘争 

        『宮古地域討論集会』開催！ 
 １. 開催日  ２０１６年２月１８日（木） 

 ２. 開催時間  １８時～ 

 ３. 開催場所 「宮古市総合体育館 管理棟 ４階研修室」 

 ※情勢報告・単報告等を行います。組合員の皆さんの参加 

 をお願いします。 
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連合岩手に送金いた

しました。!(^^)! 

毎年恒例の 

カンパ活動！ 




